
Sui Campus Workshop 

in 千葉工業大学 Session #3



自己紹介
2021年にCryptoGamesに入社し、ブロックチェー
ンエンジニアとして活動。AstarGames（現
MOCHIRON社）、SuperTeam Japanを経て、現在

は株式会社シーエーシーのブロックチェーン推進グ
ループに所属。

シーエーシーは2017年からのブロックチェーン事業
を開始し、Cordaを利用したサービスを手がけ、
Avalanche, Solana, Suiの３基盤の技術選定を行
なっています。

https://www.cac.co.jp/news/topics_240924/



事前準備



１ Suiウォレットの追加

Chromeに追加します。

https://chromewebstore.google.com/detail/slush-%E2%80%94-a-sui-wallet/opcgpfmipidbgpenhmajoajpbobppdil?hl=ja&pli=1



１ Suiウォレットの追加

私や他のメンター含め、絶対に他の人には見せず、厳重に保管してくださ
い。



１ Suiウォレットの追加

パスワードを設定して、次へ



１ Suiウォレットの追加

アンロックの時間を設定して次へ



２ Suiアカウントの作成

アカウントを作りましょう。

また、ピン止めをしておくと便利です。



２ Suiアカウントの作成

アカウントができました。

Networkはテストネットにしましょう。



２ Suiアカウントの作成

今回初めて作った方はアドレスリストに入れてください。

テストトークンを送付いたします。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1snDFZe0U_drcWWBgaltIkfaFSgImM5ZLLKxnQA2OTlw/edit?gid=1254926714#gid=1254926714



開発体験



１ Github Codespacesからの立ち上げ

以下のようにして、Githubから立ち上げます。

（Githubアカウントが必要です。）

https://github.com/bu-bu-BUTASAN/sui_codespace_starter



１ Github Codespacesからの立ち上げ

立ち上げることで、コードを入力することができるようになります。

「README.md」は使用しないため消しましょう。



２ Git Cloneの実行

// Git clone

git clone https://github.com/ytakahashi2020/sui_weather

// ディレクトリの移動

cd sui_weather/

https://github.com/ytakahashi2020/sui_weather


２ Git Cloneの実行

大まかな構成を確認しましょう。



３ Suiのウォレットの作成

// キーペアの作成

 sui client –y

また、アクティブアドレスを表示するコマンドを探しましょう。



３ Suiのウォレットの作成

// アクティブアドレスの表示

 sui client active-address



４ ガス代の確認

アクティブアドレスに向けて、少量のガス代を送りましょう。



４ ガス代の確認

// 残高の確認

sui client gas



５ デプロイの実行

// デプロイの実行

sui client publish



６ パッケージの確認

パッケージIDはこちらです。



６ パッケージの確認

https://testnet.suivision.xyz/

エクスプローラ（Sui Vision）でも確認してみましょう。



７ 関数の実行

「Create」関数からオブジェクトを作ってみましょう。



７ 関数の実行

処理（トランザクション）が実施されていることが確認できます。



７ 関数の実行

新しく、「オブジェクト」が作成されていることが確認できました。



７ 関数の実行

オブジェクトを確認すると、東京の気温が確認できました。



７ 関数の実行

別の気温に変えてみましょう。

コードを確認すると、二つの引数が必要なようです。



７ 関数の実行

set_temperature関数に二つの引数を渡して実行してみましょう。



７ 関数の実行

このように気温が変更できました



実装体験



１パッケージの作成

// パッケージの作成

 sui move new <パッケージ名>

// ディレクトリの移動

 cd <パッケージ名>



２パッケージとモジュール

Suiではパッケージの中に複数のモジュールが配置されます。
（とはいえ、多くの場合はモジュールは一つです。）

このモジュールがいわゆるスマートコントラクトです。



２パッケージとモジュール

まずはモジュールを作成しましょう。



３構造体

いくつかの変数（値を入れる入れ物）をまとめたものを構造体と言います。

今回はあいさつ用の構造体を作ろうと思います。



３構造体

構造体の外側を書いていきましょう。

今回は「Greeting」という名前の構造体を作ります。



４ Keyの設定

この構造体には４つのアビリティの一つである「key」を設定します。

これでこの構造体が世界で唯一のものとなります。



４ Keyの設定

Suiでは、変数に型を設定します。

その変数に数字が入るのか、文字が入るのかなどを明確にするためです。

idにはUIDという特殊な型を入れます。



５関数の作成

特定の処理のことを関数と言います。

ここでは、新しく構造体用のオブジェクト（もの）を作るための関数を作りま
す。



５関数の作成

関数に渡す値のことを引数と言います。

例えば、下の場合、３が引数です。



５関数の作成

new関数には「TxContext」という型のctxという引数を渡します。

ctxはトランザクションを渡すときの変数のセットです。

新しくオブジェクトを作るときには「&mut TxContext」、そうでないときには
「&TxContext」として渡します。



５関数の作成

参考に、TxContextはこのような型です。

https://move-book.com/programmability/transaction-context



５関数の作成

先ほど作成した構造体を作成します。

idは適当に設定しましたが、これでは唯一ではなさそうですね。



５関数の作成

実際には引数のctxを使って、このように作成します。



５関数の作成

作った構造体を変数に格納します。

これによって操作がしやすくなります。



５関数の作成

最後に、この構造体の所有者を設定します。

ここでは、共有所有とします。



５関数の作成

最後に、この構造体の所有者を設定します。

ここでは、共有所有とします。



６文字列の設定

文字列を扱うためにuse文を使います。

これを使うことで、文字列であるStringを使う事ができるようになります。



６文字列の設定

構造体、関数に文字列を設定します。

b””という形により、バイト列という形であり、to_string関数で文字列にし
ています。



７変更を行う関数の作成

構造体の文字列を変える関数を作成します。

引数に構造体（オブジェクト）と変更後の文字列を渡します。



７変更を行う関数の作成

引数のnew_textをgreetingの「text」に代入します。

「=」は代入を表します。



８ SuiVisionでの実行

SuiVisionで作成しましょう。

new関数で実行するとオブジェクトが作成され、実行できたObjectにIDが
ついていることも確認しましょう。



９共有オブジェクトの確認

update_text関数も動くことも確認しましょう。

また、SuiVisionでは実際の文字列を入れられないので0xaaaaなどを入
れます。

16進数であることを示しています。



補足 実行者への所有者の設定

共有ではなく、自分を所有者にしてみましょう。

ctx.sender()が実行者を表します。



ワークショップ



オリジナルのコントラクトを作りましょう。

チームごとにスマートコントラクトを実際に作ってみましょう。

またAIを使い、ここまでで説明していない内容を盛り込むことも大歓迎で
す。

ワーク時間 30分

発表時間 各３～５分

発表内容

• どのようなコントラクトなのかの発表

• コードの説明

• 現在の課題の説明



サンプル① 大学の公式掲示板

常に最新のお知らせのみが表示される大学の公式掲示板です。

これはそのまま利用できるでしょうか。



サンプル② 大学の公式掲示板（＋更新回数）

数字を使う場合は、このように、u64という型を使います。

変化させたい場合は、数式を使う事ができます。



サンプル③ 投票コントラクト

数字を使って、投票を行うためのコントラクトを作ってみました。何か問題
はありますでしょうか。



参考追加実装



対策① 管理者だけが処理できる設定にしたい

assert!関数を使ってみると条件をつける事ができます。



対策② １人一回の処理にしたい

下のように、投票済みリストを作れば良い。



対策② １人一回の処理にしたい

下のように「Table」を使うことで達成する事ができます。



対策③ 許可された者のみの実行としたい

ホワイトリストを作成することで、実行者を絞る事ができます。

逆に、ブラックリストを作ることで明示的に実行を拒否する事ができます。



対策④ 管理者を別の者に設定したい

@をつけることで直接アドレスを指定する事ができます。



対策⑤ 時間を設定したい

時間はタイムスタンプを使用します。

現在時刻はclock::timestamp_ms(clock)を使用します。
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